【追加情報】

大腿骨頸部骨折による影響等）
・骨折は4年前で、手術実施済み。
　左右下肢で筋力やバランスに大きな差は無し。
　人工骨頭置換術を行っているため、「膝を抱えるような姿勢」「あぐらをかく」
「しゃがみ込みながら膝を内側にひねる」「和式便座の使用」といった肢位には注意。
· ただし、本人は一定理解できている。

脊柱管狭窄症の状況について）
・痺れの症状はほとんど無し。
・クリニックで月に1回ブロック注射を打っているが、直後のみ効果を実感。
・外来リハビリ担当者から、過去に自宅で出来る体操を教えてもらったが実践していない。
運動メニュー表は誤って捨ててしまったとのこと。
・腰痛は、安静座位では無し。長く立位や歩行を行い続けると生じる。座ると、すぐに楽に
なるとのこと。

体重について）
・夫や愛犬を亡くした後、食事は簡単に済ます日々となった。
体重が39kgまで減少したところで、医師からの指摘や娘の支援で摂取量が増加。
体重増加しているが医師からは「油断せず、もう少し増やすように」と言われている。
・食事メニューは野菜を意識している。一時期は固いものが食べにくかったが、歯科で部分
義歯の調整をしてもらってからは食べやすくなっている。

移動能力や家事動作について）
・娘が行っている部分は多いが、本人も全く行っていないわけでは無さそう。
よくよく聞き取ると…
炊飯や夕食の下ごしらえ程度は時々行っている。
洗濯物は運んでさえもらったら、自分で干すことができる。
食器洗いや片づけは、ほぼ毎食後行っている。
ゴミ出しはしないが、ゴミをまとめることは時折している。
　入浴は娘が帰宅してから行っているが、直接的に介助してもらったことは無い。
　来客の出迎えや見送りを行えている。
　買い物時、カートを押して周れば休憩しなくて済む。孫をトイレまで連れていく際は
カートを使用していない。
・屋外歩行能力
　自宅から10分程度離れた場所（傾斜あり）にある公園まで、独歩可能。
　ふらつき、転倒歴は無し。
公園到着後に腰痛を訴えるが、立ち止まって腰をトントンと叩くとまた歩き出せる。
